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相模湾初島沖におけるシロウリガイ群集の調査
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相模湾漸深梅帯|ておい て．シロウリガ イ. ＣａｊＪμｓｇｌｕ ｓｓ冫ａｓ ． を 優占種

とする深海生物群集の分布，生物学的特哇や ．その深海生物群集と微小油形 ．大地

形との関係を明らかにするための一連の調 査が ．「 シーピー 厶」．「塚海 曳 航調 査

システムｊおよび楢水調査船「しんかい2000 」を 用い て実施された．

多くのシロウりガ イ群扱および死蔵畝乱鳩所が ．水深900m- ヽ･1200m の 急 崖基部

輒沿 って ．廟北7  km  HI上に わたりて観察された． シｏウリガ4 群 集は 火山 岩質の

角體の散在 する租粒砂膿貿峨|く主として分布していた．そして，シロウリガ イ君1梟

は 調査海域 北鄙IC ，死殼敵乱鳩所は 南部に多い傾向を示した． この シロウリガ４ 群

集の分布状態は ，地質学的変動状態との同に強い関係があると推定される．

シロウリガ イ群集の中 で最大規模のものは 南北方向Ｒ:Ｓ ｍ以 上．東西方向に200

啣以 上|こわたっており．その群集内口 ま生貝の彖密充駲状態を示す場所が線狄Ｒ:分

布していた． そして分布密度はｌｍ２当り馼百から 千個 体ａ 度 とい う極め て高い値

が推定された．

群集周辺には ．シロウリガ4 の 他 ，エソ イバラガニ ．チｓ－プウアー ム（ベ ステ

４メンティフェラ），腹 足類 ．多 毛顫．ゲング科 魚類が観察された． この俳集の生

勧檮成は ，オレゴン沖やフロりダ沖の湧水生態 系の それと良 く類似している．

SURVEYS  OF  THE  DEEP-SEA  COMMUNITIES

DOMINATED  BY  THE  GIANT  CLAM,  Calyptogena soyoae,

ALONG  THE  SLOPE  FOOT  OF HATSUSHIMA  ISLAND,

SAGAMI  BAY
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A  series of surveys by  means  of "Sea Beam",  "JAMSTEC  Deep-Tow

Systems"  and the submersible SHINKAl  2000  was carried out lo clarify the

distribution pattern and biological characteristics of the deep-sea communi-

ties dominated  by the giant clam, Catyptogena soycae, and their relationship

to small- and large-scale geomorphology  in the bathyal zone of Sagftmi IJay.

A  large number  of the clam beds, dead and living, were found extending
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oｖef 7 kilometers fiom north t ｏ south a10nl the steep slope between depths

of 900 m and l,200 m. The beds were mainly distributed on coarse sandy

sediments with volcanic outcrops of ang ｕ】ar boulders. Liｖｉｎｇ clams tended

to be located In the north with ｍｏre dead bedS in the south. ltis ｓl】ggested

that there is a c】osc connection between the distribution  of  the beds  and the

state of geological change｡

T11e 】ａrgest sca】e clam bed found at the site was estimated to measure

at least 30 meters (N-S)  by 200 meters ( Ｅ･Ｗ).Ｄｅｎｓｅ patches of  living c】lams

″`ｅrｅ observed to be linearly distributed in the bed. 111e highest population

ｄｅｎsity of the c 】artls was crudely estimated to be sevezal hundreds t ｏ ａ

thousand per square ｍｅｌｅr｡

ln addition to these ol 餠nisｍs. ａｎｏｍｕran stone crabs,  vestimentiferan

tube worms,  gastropods,  plecypods,  and polychaetes were observed in and

around the clam beds. The giant clam community contains the same ty ｐｅＳ of

organisms  that characterize the seep communities  off Oregon  and Florida.

1. は じ め に

フロ リダ沖の急崖基 部， オレゴ ン沖の大洋底沈

み込 み帯の付加帯， 南海ト ラフや日 本海溝等|こお

いて，深梅の特殊な生態系の存在が報告されてい

る（ Ｐａｕll et al., 1984 ； Suess et al.｡1985;

Laubier et al..  1986  )。

相模 湾の漸深海帯|とおい て も シロ ウ リガ イ，

Q2りμａμ ｓ ｓりｌａｌ. を很 占樋 とす る『il様な

深海生物群集が，潜 水調査船「しんかい2000 」の

潜航 調査時|こ偶然発 見され た【Okutani and

Ｅｇａｗａ,】985 ； Horikoshi and Ishii, 】985）。 こ

の生 物群集 は，伊豆 半島 と相絞海盆を区 分する初

島沖の急崖 基部|と沿って分布しており。こ の急讙

は， 地形学的 に断崖層と考えられている（活断咽

研究会，1980 ）。我国 周辺 において相模 湾 西部は

最 も活動的な 梅域の 】つで あり， 群発地震 や大 き

な地震 が繰り返し発生し， 第四紀 の海底 火山 が多

く分布 してい る。 それ故，こ の梅底1こは 冷水又は

熱水湧出城の存在の 可能哇 が示唆 される。 このよ

うな 深淘生物群集を 調査研究 するこ とは， 単|こ生

物学的 見地の みならず地形， 地質学的 見地 から も

極めて坦要である。

そこで。そ れら深海生物群 集の分 布，生物学的

特粹 や深海生 物群襲 と微小地形， 大地形 との関係

を明 らかlこするために， 曳航式 ソーナ ーシステム，

曳航式深海 カラー？Ｖシ ステ ム。１しんかい2｛｝00」

38

I ㎜ －

等|こよる一連の祠査を実施した．ここではその調

査の結果得られた若干の知見について報告する．

2. 調査海域の地質学的背最

相模湾は，伊豆半島を乗せたフ彳リピン海プレ

ートと東北日本孤を含む北米プ レートのプレート

境界域であ る（中村．島崎. 1981; 瀬野，1987 ）．

シロウリガイ17襲の発見された相模湾西邸には南

北の方向性を持つ．ほぽ直線的に伸びた急崖があ

り，相模海盆と伊豆半脇を区分している【図 】）．

この急崖は･okm 以上|こわたり追跡することがで

き，崖の比高は南部で500ma 上．北部で1000m

以上ある．この急匐は嶇層崖と考えられてい る

（活断加研究会. 1980) が，フ４リピン海プレー

トと北米プレートとの境界と交差して，史1こ北方

’`続き八王子樹造線に通じている（貝塚.1984 ）

とも考えられている．しかしながら．この断層崖

の性質については未だ遘鴿のあるところである．

今回の調査海域sこおいてこの急崖は，中央部1こあ

る地形の張り出しを除くと．北北東一南南西の方

向性をもち直線的である．そして， 北緯35度57分

以南では．走向が北一南に変わり，北部の方が南

部より傾斜が大きくなっている． また，斜面1と発

達するガリは．北部では短かくて小さいのlこ対し．

南部では長くて大きい．この斜面邸には，後期鮮

JAMSTECTfl  DEEP5EA RESEARCH　･l!1s 冫



ｌ　　 ｅ●

図 １　相模 湾の海底 地形図( 海上保安庁水路部，

1983) と鯛査海域， 太い実線 は活 断層を。

太い破線は推定される活断屑を示 す。

(活断層研究会，198())

Submarine topographic map of Sagami

Bay with the 】ocation ｏｆ the survey

ａｒea( Ｈydｒogｒaphic Department.  M.S.

Ａ.,1983).The thick solid and

interrupt 把d curves represent active

faults ａｎｄ presumptive active ｆａｕ】lｓ

(？hegr ｏｕp fQｒ active faults,1980}

回の調査海域を 含む相模湾西部海域について。

海中作築実験船「かいよう」に搭載されている

シーピームシステムによる調査を実施した。又，

1986年４月には。潜水調査船川母船「なつしま亅

を用いた曳航式ソーナーシステ ム。曳航式深海カ

ラーＴＶ システム|こよる深海 曳航調査を実施し，

更に1986 年５月から６月|こかけて９回の「しんか

い2000 」による潜航調査を突施した。尚， シーピ

”･“･･ －ムシステム|てよる調査時および深海曳航調査時

におり る船位は， ロランＣより， 深梅曳航調査

時 の曳航体の位疆および潜航調査時の船位は．Ｓ

ＳＢＬ方式音唇トランスポンダ航法Sこより求めた。

新続 から中 期更新世の堆積 岩や，その下部の伊豆

半島を 形成 する第 三紀の火山 岩 が爲 山 して い る

(地質 調査所，1976 ； Kong el ａｌ.，1984) 。そし

て。 調査海 域内には地形から梅底火lb 帯の 可能性

3.1　 曳航式ソ ーナーシステムによる調重

サ４ドスキャ:／ソーナー紀録lこは，海底表面の

微小地形と底質に対する音波の反射強度の違いが

肥録される。一般に，反射強度の強いところは爲

岩城Iこ。反射強度の弱いところは軟泥域に対応し

ている。

今回の調轟では約８ｋｍ の測線を２本， その測

叙間陥を約800m として急揣Ｒ:平行Ｒ:とった。 サ

イドスキャンソーナーの片舷レンジを500m とし。

ft  14.4 km2の記録を得た。 典型的な サイドスキ

ャンソ ーナー記録を図２に示 す。

調査海域の底質は，こjl らサイドスキャンソ

ーナー記録から。反射強度と反射記録の祖さとIC

より，以下に示す４つの夕４プSこ区分することが

できる。

Ａタイプ；非富Ｒ:強い反射強度城

Ｂタイプ；海底が平坦で，中程度の反射強度域

Ｃタイプ；海底が袒く。中程度の反射強度域

Ｄタイプ；海厩が平坦で，弱い反射強度域

しかしながら，各夕４プの間1こは，その中間的な

底質の祖さと反射強度のある瑞所も認められる。

図４に。４つのタイプの底賀の分布状態とソーナ

ー濱1線を示す。図４に示 す通り，Ａ夕４プの強反

射域は。尾根の一部や崖の中でも傾斜の急な部分

|こ分布しており．Ｂ夕４ブの中反射域は。急崖基

部に沿って分布し。特Sこ調査海域北部でよく発達

してい る。また，Ｃ夕４プの中反射域は。斜而鄙

に広く分布しており．Ｄタイプの弱反射域は，主

として相模洶盆の平坦面に分布し，特に調査海域

南部で良く発達している。

があるものが１つ存在する（葉室等，1980 ）。 相

模海盆内のマルチチャンネル地震波探査によると。

この急崖と平行に表層堆積物をカットする数本の

活断 愬が認められている（ Ｋｏｎｇ et al., 1984)。

3. 調査結果と考察

相模湾については既に海上保安庁水路部によっ

て1/50,000 の海底地形図が出版されてい るが，

潜水調査船による潜航調査のための小前調査（深

海 曳航調 査）および潜 航調杳のため， 更に詳細

な海底地形情報が必要であった。1986 年12月に今

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 １１９８７･



図 ２　サイドスキャンソーナーにより得られた海底の微細地形を表

わすモザ４ク図の例　図 ３－＠．＠はＭ４一如．⑧Ｓと各々対

応している。

Examples of the side scan sonar images in lhe sur ｖｅy

area showing the ｓｍａ】l scale Topography.

The area  R  and (|) correspond to Fig.3－＠ ａｎｄ Fig.3-R

また，急崖暴部に沿｡ た場所のサブ ボトムブ゜

フ ァイラー記録は ２つのタイプic区分することが

できる。典裂的な２つのタイプのサブ ボトムブロ

フフイラー記録を1ヌ14 sこ示す。図 ４の Ｔype 】は

は。 前述のＢ夕４ブのサイドスキ。冫ソーナー記

録sと刔応するもので。音の通り賁けの悪い地域で

あり，図４のType 2 はＤタイプの弱反射域に対

応するもので。音の通りｎ･りの良い地域である。

しかしながら， サイド スキャンソーナ･一記録から

は調査海域北部に良く発達しているＢタイプの中

４０

反射域と。それに隣接して分布しているＤタイプ

の弱反射城との境界部には，明らかな地形的変化

は認められない。

調査海域の斜面基部から平坦面にかけて，多く

の小さな海底谷が認められる。北部の淘底谷は短

かく直線的であるのに対し，南邸の海底谷は長く

途中からその方向を北sこ変えている。これは。左

櫑搾れ断1rjを示唆するものと愆われる。 そして，

これらの海底谷の周辺sこはＢ夕･1ブの中反射域が

良く発達している。調杏海域北部1ては小さな海底

JAMSTECTR DEEPSGA RESEARCH　I 哨7･



㎜ ＝言鴦|ご憺い 反肘値ｓｌ（Ａ夕４プ）　 ［l ］l 四 中貍良の･SttttCtt  IB 夕４プ）

E2E;1 ＝掏啀が柮い●ａ次ａ 反･|強虞域｛ｃ 夕４プ｝匚 ］・ 鼻ｔ が琴愿ｌ 懦4･贋肘儂ｓ 曝ID 夕４プ3

図 ３　 ４ タ イ プ の サ イ ド ス キ ャ ン ソ ー ナ ー 紀 録 の 分 布 と 曳 航 式 ソ ー ナ ー

シ ス テ ム の 調 査 （ 破 線 ）。 矢 印 は 小 さ な 水 路 の 方 向 を 示 す 。

The distribution ｏｆ four types of the side scan sonar images

with ｓｕｒｖｅy tracks of the towed sonar syst ｅｍ (interrupted

cｕr ｖｅｓ）. Ｔｈｅ ａｒｒｏｗｓ indicate the direction ０１ small canyons.

扇状地も認められ，急崖基部の傾斜は特sこ険しい。

急崖は連続的ではなく，その急崖と直交する急斜

面|とより200 ～300m のギャップが生じて ブローフ

ク状になっている。しかし。南部では目立りた線

檎造は認められない。また。調査海域全体のサ･4

ドスキャンソーナー記録反射強度は，北紬34度59

分，東経139 度13.5 分付近lcある海椥を境とし

て。北部は南部より強い傾向を示している。北部

の″ryｐｌ Ａのサイドスキャンソーナー記録 は断層

lと沿った縮岩もしくは断屑崖基部の崖錐堆積物と

解釈することができ，南部の孚坦域（Ｔype D ）

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　11987j
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は ． 地 質学 的 堆 積過 程 に あ る と解 釈 す る ことが で

き る． この よ うな 地 形 や底質 の 違 い か ら． 調査 海

域 北 部 は南 部に 比 べ て． より 活 動 的 であ ると 考え

る こ と が で き る．

3.2　 曳 航 式 深 海 カ ラ ーＴＶ シ ス テムに よ

る調 査

曳航 式 深 海 カ ラ ーＴ Ｖシ ステ ムに よ る調 査は ，

シロ ウ リが4 Cal ｙμ ｏｇｅ７１ａ ｓｏｙｏａｅ を優 占種 と

する深 梅 生物 群 集 の分 布 状 態を 明 ら かに し． サ イ

ド スキ ャン ソ ー ナー記 録 と ，実 際 の 海底 とを 対応

The  distribution of four types of the side scan sonar  images

w ≫th survey tracks of the towed  sonar  system  (interrupted

curves). The  arrows  indicate the direction of small  canyons.



図 ４　 曳航式 ソーナ ーシ ステ ム|こ搭載 されたサブボト ムプロ フ ア４ ラ ー

1とより得 られ た調査海域の断面図。 黒い 矢印は小 さな 海底谷を示

す。 ＠お よび＠ は，図 ３の＠ および＠ に対応 してい る。

Sub-bottom profiles of tlle towed sonar sy ｓtem. Arrows

indicate small submarine canyons･

？ｈｅ area of  Rand  R  correspond t ｏ Fig. 3－＠ ａｎｄ Ｆｉｇ.3－⑤｡

づり ることを目的として実施した。

調査中は 曳航体の梅底 からの高度を約1. 5 m{こ

保つよう|こＴＶモニターを見ながらウィンチ操作

を行った。この場合，ＴＶカメラの 画角は水平方

向で平均約 凵 ｍである。今回の祠炎では約６時

間，12,｛100m2 121上のビデオ記録と，78j 枚のステ

ィル写真が得られた。 曳航式深海カラーＴＶ シス

テムの曳航体側線とシロウリガイ群集および死殼

徹乱場所の分布状態を図 ５に示す。

調査梅域では。おびただしい数の シロウリガ４

の生貝および死殼が観察され，高密度分４ 域も多

く認められた。そして。 シロウリガイは。水深900

m ～12X〕Omの急條基部Ｒ:沿って，南北７ｋｍｇ 上

にわたり観察された（図 ５）。写真｜|てシロウリ

ガイ生貝を 主とする群集の一部を。写真21 ごシロ

ウりガイ死殼散乱場所を示す。 シロウリガイ生貝

は，海底lと半ば埋 もれ。 竄った生息状態と。 赤味

がかった水管から判別することが容易でありた。

シロウリガ４群集および死殼散乱場所は。斜凾i部

では掬のドや大きな露岩の周辺で，平坦部では礫

が散在している場所で多く観察された。しかし，

軟泥1こ被われた平坦部では確認されなかった。ま

た，今回の調査では。図 ５からも明らかなよう1こ。

４２

詞査海域北部に生貝を主とするシロウリガイ群災

が多く，南部に死殼散乱場所が多い傾向が認めら

れた。 湧水を利用すると推定さ れるシロウリガイ

の分布状態と， 曳航式ソ ーナーシステムによる北

部は南部に比べてより新しい地質学的変動が起っ

たと考えられる調査結果との問には強い関連があ

りそうであ る。

サイドスキャンソーナーの反射強度とＴＶおよ

びスティル写真による観察を対応させた結果。非

常に強い反射強度城（Ａタイプ）は岩石の露頭域

又は特に急な斜面城に， 晦底が平坦で中程度の反

射強度域（ Ｂタイプ）は眇底質域又は小礫散在域

に，海底が粗く中程度の反射強度域（Ｃタイプ）

は巨礫散乱城又は厚い軟泥に披われた露岩域に，

海底が平坦で弱い反射強度域（Ｄタイプ）は軟泥

に被われた平坦域Sこ，それぞれ対応していること

が明らかとなった。

3.3 「し んかい2000 」による縢査

1984年 ６月，「しんかい2000.卜 こよる沿航調査

（I）iｖｅ＃115，＃I】9）でシロウリガイ群集と シ

ロウリガイ死殼散乱場所(  OKutani et al. 1985）

と ムamellibΓα滷j･α 属に属 すると 思われる胥棲

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ　 Ｉ卵7



図 ５　 シービームマ･y プ1こ記入 した

シロ ウリガイの分布((ｉ)

＠は 調査海 域を南東方向 からな がめた鳥 瞰1洳こ記入し たシｏウリ

ガ４の分布。

Distribution ｏｆ the giant clam.  CalyμＱｇｇｌ∂ 加夘ａs in the

Sea Beam ｍａｐ (＠).Bird's －ｅyｅ view 01 the survey area

with di ｓtl･ibulion ｏｆ the clam from southeastern direction

is shown ｉｎ ⑧｡

蠕虫類が発見された。これらは相模湾g9部海域泄

深海帯における最初の観察である。その 後，1986

年５月から６月にかけて。前述の深海曳航調査の

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＦそC11･｡lWi7>

結果を駁に． 人きなシロウリガイ群集の分布する

海域において．９川の １しんかい20{}{}｣紺航調査

が集中的に実施された．本調査に関係する潜航調

４３

Distribution of the ffiarit clftm. Colyptogonn  soyoce  in the

Sea  Beam
 map  (Cj>). Bird's-eye  view of the survey area

with  distribution
 of the clam from  southeastern

 direction

is shown  in R.



査の概要を表卜 こ示す。 また，図６にサイドスキ

ャンソーナー記録による底質図と｢しんかい2{}00亅

の航跡およびシロウリガイの分布状態を示す。

Dive  # 222 と#  223 により。今回の調査で最大

のシロウリガイ群集が北緯34 度59.9 分。東経139

度13.6 分で観察された。その分布範囲は南北方向

に30m 以上，東西方向に2DOm 以上にわたってお

り，急崖とほぽ直交していることが明らかとなっ

た。この大きなシロウリガイ群築の中には生貝の

分布密度が高いところと。 やや低いところがあり

図６　深海曳航調査システ ムと「しんかい20001 1こよる調査結ＩＲ:Ｍづく調査海域北東部の底質と

シロウリガイ群襲の分布。

Surface features Qf the northeastern part of the survey area and distribution ｏｆ the

giant clam derived fl･ｏｍ Ihe survey results by means of ‘･JAMSTEC Deep Tow System"

and ‘･SⅢNKAI 200011.

４４
JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 ・ltlS7

*

分布密度の高いところはほぼ線状に分布していた

（写東３）。シロウリガイ生貝の分布密度がやや低

い地点では灰色がかったオリーブ色の軟泥が広が

っていたが。表層下数ｃｍ のところに黒色の粗い

砂があり， シロウリガイ死殼が多く埋没していた。

また。高密度分布域の底質の表層には黒色の粗い

砂が崘出していた。そして， シロウリガイの分布

域周辺には直径 が数十ｃｍ以上ある 玄武岩質 もし

くは固結した砂岩質からなる巨礫が散在していた。

シロウリガイ生貝で殼長が90mm 以 上 の個体



表１　 シロ ウリガ イ群集に関連す る潜航調査の概要

Outline ｏr diving ｓｕrｖｅys lでlevant tｏ the giant clam communities.
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は ， 堀越 等<1986) の 報 告に もあ る よ うに|/2 ～

3/4 を 底 貿巾l こ埋 め． 哨II’iも し くは 斜 めSご１ つた

状 態 で観 察 さ れ た． し か しな が ら ． 殼 艮 が78 ～85

mm の 明 ら か にjr?い 個 体 は殼 を 完企| こ底貿 中 に埋

め ． 赤味 が か っ た水竹 の みを 洵 膿而 Ｕ こ霧 出 し.

25  cm ｘ 25  cm のli 積 内 に8 ～12 佃 体 の;IIIり 合 い

で ． か た ま･つた状 態 で 観 察 さ れ た （ 写 真 ４ ）． 今

1111の 調 査 では殼 長 が78 ～132  mm の シ ロ ウ リガ イ

66 岡 体 が 採 集 さ れ た． シ ロウ リ ガ イの 分布 密 度 は

髞 大の と こ ろ で500 ～1000 個 体/m2 で ， その 生 物

:ilは 蔵 込 み の湿 市:il換 算 で10kg/ml 以 上（太田 等.

1987 ） と い う 極 め て高 い 値を 示 し た．

シロ ウ リガ４ 群 集の 周 辺に は ．多 く の ヱ ソ イバ

うガ ニ,Paraiomis  mutti･ 碵 １･ｓ ．が 観 察 さ れ た．

エ ソ イバ ラガニ が シ ロ ウ リガ４ を 餌 と し て摂 餌し

てい る とい う明 ら かな 証 拠 は な い（Ok ｕlani,1969 ）

が.  Dive  ff 223 お よ びS 226 に お い て． ヱソ イバ

ラガ ニ が生 き た シロ ウ リ カ４ を 劃1脚 で つか み ． 他

の 鉗 脚を 殼 の閉|に 差 し込 み． そ の鉗 廓 を 囗部| こ持

っ て行く と い う摂 飼行 動 が観 察 され た（写 真 ５ ）．

ま た． シロ ウ リ ガ イ群 集の 川 辺に は ． 令 長約60

～70cm ，Uri径 約 】cm の 管 捷 蠕 虫 闥 チューブ・ ウ

フ ーム が.5 ～15 個 体 程 度 で.  ffl'L* こか ら み 合 っ

た状 態 で観 察 さ れ た． こ れら の 竹棲 蠕 虫煩 は 岩の

31jれ 凵 や 人 きな 角 哩の ドに し っかり と 根 付い たよ

うlこＬ て生 息 し て い た （写 以 ６ ）． 今I' II の 調 査 で

は ，22 個 体 の竹 棲 蠕虫 類 がDive *219,  * 222,

#  228 で 採 襲 さ れ た． こ の竹 桜 蠕 虫 類 は ，1既i部 太

｀|りr 海 城 で は 同 報 告のVestimcn  lifcra で ， 未 記

載 のLameiti･& ｒac みiα 鳩 の ｜ 種 であ ること が明ら

か と な･, た （ 太Ⅲ 等:!98? ）．

シロ ウ リガ･1 昨 襲 で は ． こ れ ら 唯 物の 他 ， 數 栩

闥 の エ ゾ バ イ科 （ Ｂｕｃｃｉｎｉｄａｅ Ｍ と屆 す る覯 足煩 ．

キ ヌタ レ ガ イ利 （ Ｓｏｌｅｍyidae ）ＩＣＭ す る 芹 足 類．

多ll 延 ， ゲ ング 科 （Ｚｏａｒｃｉｄａｅ） に 叫 す る と鯉 わ

れ る魚 類 な ど が 観 察 さ ね た.．

ま た， ソコ ダ ラ科 （ Ｍａｃｒｏｕｒidael や ホ ラ ア ナ

ゴ科 （Synaphobranchidae ）に 属 す る 魚 類 は ． シ

ロ ウlj が･1 群!li内 に 比 べ． 訝 集外 で は祐 お よ び 倒

休 数 と も明 ら かlと多 い 嶢;･|を 示 し た. こ の こ とは

釘 染内l て魚 類 の 忌 避 （ffllj ） 物 質 が 存flﾐ す るIIJ能

性 を 示 峻 する もの と 戀 われ る.．

14 て． シｕ り リ ガ ４ 群 襲釟］辺| こは ． 底 質 人 而 が

４６

灰白色Ｒ:変色したバクテリフマ。卜と推定される

ものも多く認められた。

シロウリガ４召集の生物構成は。 オレゴン沖

( Sucss el al.，）986）やフロ リダ沖（Palll et

al.. 1984) のそれと良く類似している。

4. お わ り に

今回の調査でシロウリガイsI集の分布状態と．

地形．地質学的変動状態との|印こ強い関辿があ る

可能性が示唆された． シロウリガイ群集は光学的

1と踝海域を調査する川合，極めて発見し&& く，こ

れらの関辿を 史に明 確Ｒ:すること1こより．微小地

形や人地形の変動を調査する場合の良い指専とな

り俳る． また逆に．地形，地質乍的堵現象を把握

した上で，この種の調介を繰り返せば，相模湾に

|胴らず，我閥川辺|こおいても史sこ多くの|司様な深

洵生物 群集が発見される可能性が高いものと照わ

れる．より詳細な鯛肖が継続されることが望まれ

る．

最後|こ．本調査を遨めるに際し，終始ill爪な指

導助ｊ を鵬わった東京人学海洋研究所人Ill秀助教

授に深厚なる謝心を ぶしたい．また，廊洋調査1こ

肖り．御協力を･隧いた調査船｜なつしま」および

「かいよう」船長ほか乗組ｎ の方々に， また｜し

んかい2000j 司航チ ームの方々|と御ILIIIし|こげる．

史4て， シービームデータ処FIIをお願いした海洋科

学技術センター深海研究部．松本剛．松澤li彦両

氏4こも併せて謝心を表する．
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町貞１　曳航式深海カラー｡’rＶ システ ム!Ｃより撮影されたシロウり力･イ揶･襲。

34 ’･59.71N・】3？13.６’!g.｜】10m。

I,iｖinl; clam ｂｅｄ taken ｈy　thc de叩t Ｄｗｅｄ color TV system.

3d°59.7’Ｎ・】39゙ 13.6,E.ll 】Om.

" μljド2　 曳 航 人 深 向 カ ラ　'r Ｖ シ･ ４ テ ／．で 樶 ぶ さ れ た シ Ｉいｙj む･４ 死 殼 敢,!iLjWI=１.

3ｔ･ ゜,7.5‘ Ｎ ・I:{!･|‘}2.4 ″|･:.|印l 卵11 .

11ca 】Jｓ l,!･ d,:;ld ，･|;:I･,lｓ ･.akcn lly Lhr ， d,:,'｢」 t。wed ，･り|りｒ ‘|` Ｖ ｓyｓt‘:ｍ －

3ｔ!;7.51N ・ 】:49'Tj,4 ゛|･:.|!jll:lm.

jAM$recTR □EEPSEA ＲＥｓＥＡＲｃＨ　 Ｉ･･ｙ



写 貞｡3　 シｕ ウ リ ガ イ群集 。 成 体 は 辺 の1/2 か ら3/4 を 底 質中d て埋 め 。 垂直 ６

し くは 斜め に 立 っ た状 哨 で観 察 さ れ た。34‘59.8' Ｎ ・ 139 °13.6' E, 1170m.

Dense ｂｅｄ ｏr living giant clam. Ｃαりμ ａｇｇｌａ ３･り ∂ａｇ

Ｔｈｅ clams ａｒe buried abo ｕt ａ ｈａ】f tｏ tl】【ee-foi 】ｒtls of tlleir shells.

in りertical o ｒ oblique position. 34 ゛59,8'Ｎ ・139 ¨13.6 Ｅ゙ ，lj70m.

町!･14　 シ ｕ ウ リ カ･ イ 冰 成 体

未 成 体 は 殼 を 完 令 に 底 質 申 に 埋 め ， 赤 味 か か っ た 水 管 の み を 憲 出 し て い

た｡35 气〕0,1‘ Ｎ ・13 ｙ]3.6'E. 囗50m.

Ｙｏｌｌｎｇ r,:,1･ｍs ｏr tlle giallt clam.  Ca り μ ∂£4!取7 卯 夕one.

Tli ≪ ｃｌａ ｍｓ ａｒe b ｕE･ied colllp 】o tely i:l tlle sediments. P ｒesｃｎｃｅ ｏｆ such

ｃｌａｍｓ al･,! 1以lic 沮 ｅ(川)yl ヽeddj ｓh colol･ed siphons on the ｓｕ】rface of

t21e s ｅｄｉｍｅｎts.3 ｙ{}0.1' Ｎ･ 139 ゛13.6 ″Ｅ ，】15011!｡

ＪＡ ＭｓＴＥｃＴｎ ＤＥＥＰｓＥ．Ａ ＦＩＥｓ ΞＡＲｃ卜|　 ＝|!Iｓ7 ・ ４９
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写 真 ５　 エ ソ イバ ラガ ユの 摂 餌 行 動

二匹 の エ ソ４ バ ラガ ユ が シｃ]ウ リカ･づ生1'1を 奪 い 合 ってい る。

34"59.9"N ・ 139 °13.6‘Ｅ，1160m.

Feeding beha ｖ101･ ｏｆ ａｎｏｍｕrａｎ ｓｌｏｎｅ ｃｌ･ab， 凡uraiomis

muitispi･ ・ａ. The crabs scamble fo ｒ a living giant

c!am.  34"*59.9'N･ ！39 °13. 6'E,  1160m ｡

町 貞6　･･J-- ブ ウ ７ － 厶

チ ，－ プウ フ ー ムは シLJ ･7 り 力 引11 集 の1111辺 で 観 察 さ れ た｡

35 ″･00 ｡1 ’Ｎ ・ 139 °13.6 ’|･S， 1150m.

Ｖ,ｓlime:111fer･an ｌｕb（: ｗlJrlllｓ （/. ａ哨μ/| ゐｙａ∂JIla ｓlJ.）

T11e lljhl ｗりrll!ｓ　ｗｅｒ,卜Jb ｓｃrv,ld in t!le ｖＲ:inityul･ Ｕｌｅ ckni bed ｓ.

351 Γjn.i ’ Ｎ ・ 1391T1.6 'B. 115 ｛｝ｍ.
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